
加法定理の証明 【三角関数】
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2 点  1 1,A x y ，  2 2,B x y 間の距離は
 os a b →  cos a b → ……

図で△OAB を考えると…
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◆正弦と余弦の加法定理から正接へ

三角関数の相互関係の式から
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それぞれの式を計算すると
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